
 

変化をしなやかに受け止める 
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 学校職員が子どもたちに向かって「きみ」や「あなた」ではなく，「きさま」「お

まえ」と呼んだらきっとたくさんのお叱りの声が寄せられることと思います。「き

さま」を漢字で表すと「貴様」となります。同様に「おまえ」は「御前」となり，

使われている漢字だけを見れば，どちらの呼び方も好意的に受け取れそうな表記

です。ネットで調べてみると「貴様」という言葉が使われ始めたのは室町時代末で

あり，最初は文字通り相手への敬意を表す二人称だったようです。もともとは武家

の書簡で用いられていた表記であり，「貴様」が庶民にも使われるようになると，

そこに含まれる敬意はなくなり，江戸時代後期にはもう，目下の者に対して使われ

るまでになってしまったそうです。「御前」については，江戸時代のはじめごろま

では，目上の人に言う敬意の高い意味でしたが，文化文政のころから，同等の者，

下位の者に対しても用いる二人称代名詞となった，という記述を見つけました。  

 言葉の意味が変わる例には，次のようなものもあります。  

 「情けは人のためならず」   少々前の新潟日報ふむふむ  より引用  

(人に情けをかけるのはお互いさまだということ）  

「古くは鎌倉時代の『平治物語』から見られ，現代まで続いている。もともとは
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人に情けをかければその人のためになるだけでなく，いつか自分に返ってくるか

ら人には親切にせよ，とするものだ。ところが，この三十年ほどは，情けをかける

のはその人のためにならないという新しい解釈が多く見られる。はたして新解釈

を誤用と決めつけられるだろうか。」  

本来の意味と新解釈とでは，捉え方が逆ですが，おそらくこれは，現代の様々な

要素を反映させつつ，新解釈を生み出し，意味を逆転させてきたのだと思います。  

 変化の周期が短く，その変わり方も激しいために，先を見通しにくい時代になり

ました。今後の予想がしにくい状況を Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実

性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の先頭のアルファベットをとっ

て VUCA（ブーカ）と表現することがあります。変化をどう受け止めるかで，成長

の可否が決まってきそうです。変化と共に自分が変わっていければ，それは継続し

た活躍ができる可能性があるということです。変化への適応は組織も個人も生き

残るために必要なことであり，それが出来ない組織や人は衰退していくのでしょ

う。子どもたちには，変化を肯定的に受け止め，しなやかに生きる力を育んでほし

いと思います。  

  



  



 

  



 


